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４／１５平成１７年

４月１日現在　推計（前月比）

　

本
年　

月
１
日
現
在
で
、
全
国

１０

一
斉
に
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
調
査
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し
て

行
う
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
、

５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
、
今
年
で

　

回
目
に
な
り
ま
す
。

１８
　

調
査
は
漏
れ
な
く
、
重
複
な
く
、

正
確
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
円
滑
な
実
施
に
は
、
調
査
員

の
役
割
が
重
要
で
す
。

〔
応
募
資
格
〕　

歳
以
上
で
、
責

２０

任
を
持
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行
で

き
る
方

〔
報
酬
〕
２
調
査
区
（
約
１
４
０

世
帯
）
で
９
万
円
程
度
を
予
定

〔
受
け
持
ち
調
査
区
数
〕
１
人
当

た
り
１
か
ら
２
調
査
区

〔
調
査
員
の
仕
事
の
内
容
と
日
程

（
予
定
）〕▽
調
査
員
説
明
会
へ
の

出
席
（
９
月
１
日
�
か
ら　

日
�

１９

ま
で
の
間
の
半
日
）
▽
調
査
票
の

配
布
と
取
り
集
め
（
９
月　

日
�

２３

か
ら　

月　

日
�
ま
で
）
▽
調
査

１０

１０

区
地
図（
略
図
）等
の
作
成
・
検
査
・

整
理
（　

月
中
旬
）

１０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

▽
植
木
即
売
会

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
・　

日
�

２３

２４

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

〔
会
場
〕
緑
の
三
角
広
場
（
狛
江

駅
北
口
交
番
隣
）

※
駐
車
場
は
狛
江
駅
北
口
地
下
駐

車
場
（
有
料
）
を
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
緑
化
相
談

　

植
木
即
売
会
当
日
、
庭
木
の
せ

ん
定
や
害
虫
駆
除
、
花
の
育
て
方

な
ど
を
専
門
の
職
人
が
親
切
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
ま
す
。

▽
花
と
苗
木
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

〔
日
時
〕　

日
�
・　

�
植
木
即

２３

２４

売
会
会
場
に
て
、
両
日
と
も
午
前

　

時
か
ら
花
（
ペ
チ
ュ
ニ
ア
・
ベ

１１コ
ニ
ア
各
１
０
０
本
）、午
後
１
時

か
ら
苗
木
（
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
・

姫
イ
チ
ゴ
の
木
・
ジ
ュ
ー
ン
ベ

リ
ー
各　

本
）

５０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課
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狛
江
材
料
置
場
用
地
（
元
和
泉
三

丁
目
）
に
つ
い
て
、
水
道
局
に
購
入

を
断
念
す
る
旨
の
回
答
を
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
用
地
は
水
道
局
が
民

間
事
業
者
へ
の
貸
し
付
け
等
、
土
地

の
規
模
に
見
合
っ
た
収
益
を
上
げ
ら

れ
る
活
用
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
の
用
地
活
用
に
つ
い
て
は
、

広
報
や
説
明
会
で
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
も
提
案
を
募
り
、
主
と
し
て
次
の

２
点
を
水
道
局
に
提
案
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

提
案
は
す
べ
て
伝
え
て
あ
り
ま
す
。

■
市
か
ら
の
提
案

▽
新
潟
県
中
越
地
震
が
あ
り
、
ま
た
、

首
都
直
下
型
地
震
の
被
害
想
定
が
報

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
災
害
に
対
す
る

都
民
（
市
民
）
の
意
識
は
非
常
に
強

く
な
っ
て
い
ま
す
。
東
京
都
に
お
い

て
も
平
成　

年
度
に
地
域
防
災
計
画

１７

の
見
直
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
地
域
は
ま
と
ま
っ
た
空
間
が
保

た
れ
て
い
る
た
め
、
市
に
限
ら
ず
東

京
都
の
防
災
空
間
に
も
な
り
得
る
貴

重
な
地
域
で
す
。
災
害
時
の
避
難
場

所
等
と
し
て
使
用
が
可
能
と
な
る
よ

う
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
、
あ
る
一

定
規
模
の
空
間
を
保
つ
活
用
を
提
案

し
ま
す
。

▽
多
摩
川
に
近
く
、
ま
と
ま
っ
た
空

間
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
で
川
風
の

通
り
道
と
な
り
、
地
域
一
体
の
温
暖

化
を
防
ぎ
、
多
摩
川
緑
地
の
相
乗
効

果
を
持
っ
て
二
酸
化
炭
素
の
削
減
等
、

環
境
負
荷
の
低
減
に
寄
与
す
る
と
こ

ろ
が
多
い
地
域
で
す
。
ま
た
、
東
京

都
の
各
種
計
画
か
ら
見
て
も
、
緑
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
節
点
を
担
う
地

域
で
す
。こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

近
隣
の
住
環
境
に
配
慮
し
、
で
き
る

だ
け
緑
を
多
く
取
り
入
れ
た
活
用
を

提
案
し
ま
す
。

■
市
民
提
案
の
概
要

▽
釣
り
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
で
き
、

蛍
や
カ
ブ
ト
ム
シ
が
い
る
な
ど
、
人

が
集
ま
る
よ
う
な
公
園
に
す
る
。

▽
市
の
税
収
増
に
つ
な
が
り
、
経
済

的
波
及
効
果
が
あ
り
、
市
の
イ
メ
ー

ジ
向
上
に
も
役
立
ち
、
環
境
へ
の
悪

影
響
が
少
な
い
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー

ル
に
す
る
。

▽
水
辺
の
楽
校
と
連
動
さ
せ
た
、
水

を
学
び
研
究
す
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に

す
る
（
災
害
時
の
飲
料
水
供
給
基
地

な
ど
防
災
基
地
と
し
て
の
機
能
も
持

た
せ
る
）。

▽
多
摩
川
の
水
を
利
用
し
て
、
災
害

時
に
自
家
発
電
装
置
を
持
つ
浄
水
場

と
す
る
。
配
水
に
必
要
な
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
の
応
分
の
台
数
の
駐
車
場

も
確
保
す
る
。

▽
ペ
ッ
ト
と
し
て
の
犬
と
人
が
集
ま

り
、
そ
こ
で
犬
が
思
い
切
り
遊
び
、

他
人
同
士
が
語
り
、
関
連
の
お
店
に

入
り
楽
し
む
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
中
心

に
し
た
公
園
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の

と
す
る
。

▽
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
を
実
践
す
る

学
校
に
す
る
（
私
立
学
校
に
す
る
）。

▽
防
災
機
能
を
有
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施

設
に
す
る
。

▽
自
分
の
車
の
中
か
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
映
画
鑑
賞
が
で
き
、
大
画
面
の

迫
力
が
楽
し
め
る
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ

ア
タ
ー
に
す
る
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
経
営
室

　�狛江市医師会・�調布市医師会・東京慈恵会医科大
学附属第三病院の協力を得て、調布市とともに「小児初
期救急平日夜間診療」を開設しました。
　お子さんが急病の際には、ぜひ利用ください。
※必ず事前に電話をしてから受診ください。受診の際は、
保険証・医療証などを持参ください。
〔問い合わせ〕健康課�（３４８８）１１８１

月・火・木・金曜日　
（病院が指定した日を除く）
　

午後７時から１０時まで
　

東京慈恵会医科大学附属第三病院内
狛江・調布小児初期救急平日準夜間診察室
和泉本町４－１１－１�（３４８８）２０６１
　

０歳から１５歳までの子ども
　

小児科（小児科の先生が診療します）
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診 療 日

診療時間
　

開設場所

　

対　　象
　

診療科目

（１５８増）７７,９４４人　口
（２減）３８,９９４　　男
（１６０増）３８,９５０　　女
（１００増）３７,６６１世帯数



広報こまえ　平成１７年（２００５年）４月１５日　�
　

男
女
共
同
参
画
に
よ
る
社
会
変
革

を
目
指
し
、
啓
発
活
動
の
１
つ
と
し

て
、
今
年
度
も
「
男
女
平
等
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
企
画
、
立
案
、

実
行
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

　

少
し
で
も
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、

ぜ
ひ
応
募
く
だ
さ
い
。

〔
応
募
資
格
〕
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
・
活
動
団
体
所
属
の
方

※
狛
江
市
男
女
平
等
推
進
情
報
紙

「
こ
ま
え
ー
る
」
第
６
号
を
発
行
し

ま
し
た
。
市
の
公
共
施
設
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
月

　

日
�
ま
で
に
市
民
協
働
課
へ
。

２８

　

市
の
個
人
情
報
保
護
制
度
に
関
す

る
必
要
な
事
項
を
審
議
し
、
制
度
運

営
上
の
重
要
事
項
を
建
議
す
る
委
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

〔
応
募
資
格
〕
４
月
１
日
現
在
、
市

内
在
住
の　

歳
以
上
の
方

３５

〔
募
集
人
員
〕
１
人

〔
任
期
〕
６
月
１
日
か
ら
２
年
間

〔
会
議
〕
原
則
と
し
て
、
平
日
の
昼

間
開
催

〔
応
募
方
法
〕
４
月　

日
�
ま
で
に

２８

所
定
の
応
募
用
紙
お
よ
び
作
文
「
応

募
の
動
機
」
を
８
０
０
字
以
内
に
ま

と
め
持
参
ま
た
は
郵
送
。

　

応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〔
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
〒
２
０

１
―
８
５
８
５
狛
江
市
役
所
情
報
課

へ
。

狛
江
市
個
人
情
報
保
護
審
議

会
の
市
民
委
員
募
集

　

国
民
年
金
は
、　

歳
以
上　

歳
未

２０

６０

満
の
人
は
全
員
が
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
、
専
門
学
校

な
ど
の
学
生
の
方
も
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
学
生
で
あ
っ
て
本
人
の

前
年
の
所
得
が　

万
円
以
下
の
場
合

６８

は
、
申
請
に
よ
り
在
学
期
間
中
の
保

険
料
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
の

申
請
を
し
て
い
な
い
と
、
万
が
一
、

病
気
や
け
が
で
生
活
に
支
障
を
き
た

す
よ
う
な
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
障

害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
請
を
し

て
い
な
い
方
は
手
続
き
く
だ
さ
い
。

前
年
申
請
し
た
方
も
毎
年
度
手
続
き

が
必
要
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

欠
員
と
な
っ
て
い
た
地
区
を
担
当

す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
新
し

く
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

市
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ

る
と
と
も
に
、
地
域
と
行
政
と
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

〔
氏
名
・
住
所
〕
山
本
和
子
（
駒
井

町
２
―　

―　

）

２９

１３

〔
担
当
地
域
〕駒
井
町
一
丁
目
全
域
・

駒
井
町
二
丁
目
１
〜
４
番

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
課

　

市
役
所
２
階
福
祉
総
合
相
談
窓
口

に
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
次
の
郵
便
振
替
口
座
も
利
用
で

き
ま
す
。

〔
受
付
期
間
〕
３
月　

日
�
か
ら
５

２３

月　

日
�
ま
で

３１
〔
口
座
番
号
〕
０
１
７
２
０
―
９
―

２
４
５
２
７

〔
口
座
名
義
〕
日
本
赤
十
字
社
福
岡

県
支
部

※
振
込
用
紙
の
通
信
欄
に
「
福
岡
県

西
方
沖
地
震
災
害
義
援
金
」
と
明
記

く
だ
さ
い
。　

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

　

家
庭
用
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
を

購
入
す
る
方
に
対
し
て
、
購
入
費
の

２
分
の
１
（
上
限
１
万
８
�
０
０
０

円
）
を
助
成
し
ま
す
。

　

家
庭
用
の
生
ご
み
処
理
機
は
、
バ

イ
オ
式
と
乾
燥
式
の
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
も
生
ご
み
を
減
量
す

る
だ
け
で
な
く
、
処
理
し
た
も
の
を

土
に
埋
め
る
こ
と
に
よ
り
１
〜
３
カ

月
で
土
壌
改
良
効
果
や
堆
肥
効
果
が

あ
り
ま
す
。

〔
対
象
〕
市
内
在
住
者
１
戸
１
台

〔
申
し
込
み
〕
清
掃
課
窓
口
で
購
入

前
に
申
請
く
だ
さ
い
。
補
助
台
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
の
申

請
が
な
い
と
補
助
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

　

狛
江
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ

き
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
提
案
を

市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
、
市
民
等
に
よ
る
テ
ー
マ
型
ま

ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
型
ま
ち
づ
く
り
活
動
と
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
、
緑
の
保
全
、

歩
行
環
境
、
景
観
形
成
そ
の
他
特
定

の
分
野
に
つ
い
て
の
調
査
、
研
究
お

よ
び
実
践
等
の
活
動
の
こ
と
で
す
。

〔
応
募
資
格
〕
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
者
、
市
内
土
地
所
有
者
、
借
地

人
ま
た
は
借
家
人
、
市
内
で
事
業
を

営
む
者

〔
審
査
〕
狛
江
市
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
委
員
に
よ
り
、
年
度
ご
と
に
公
開

で
活
動
目
的
や
計
画
等
を
コ
ン
ペ
方

式
（
設
計
競
技
方
式
）
で
審
査
し
て

決
定
し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
５
月

　

日
�
ま
で
に
計
画
課
へ
。

１６
　

１
年
分
ま
た
は
半
年
分
の
保
険
料

を
ま
と
め
て
現
金
で
納
め
る
と
（
前

納
）、保
険
料
が
割
り
引
き
さ
れ
て
大

変
お
得
で
す
。

〔
割
引
額
〕
▽
１
年
前
納　

２
�
８

９
０
円
▽
６
カ
月
前
納　

６
６
０
円

　

な
お
、
口
座
振
替
に
つ
い
て
も
前

納
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２ （
３
６
１
）１
０
１
１

〔
日
時
〕４
月　

日
�
午
後
２
時
か
ら

２０

〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

〔
日
時
〕４
月　

日
�
午
前　

時
か
ら

２１

１０

〔
会
場
〕
３
階
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局

※
傍
聴
は
先
着
３
人
ま
で

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

�

�

�

�

�����������

�����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

２
月　

日
�
か
ら
開
催
さ
れ
た
、

２８

平
成　

年
度
狛
江
市
議
会
第
１
回

１７

定
例
会
に
お
い
て
、　

年
度
の
一

１７

般
会
計
当
初
予
算
（
案
）
と
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
（
案
）

が
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
審
議
の
後
、
市
長
は
今
後

２
カ
月
間
の
一
般
会
計
暫
定
予
算

（
案
）
と
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
暫
定
予
算
（
案
）
を
提
出
し
、

両
案
と
も
３
月　

日
�
に
原
案
可

３０

決
・
成
立
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
年
間
予
算
を
調
製
し
、

速
や
か
に
可
決
・
成
立
と
な
る
よ

う
準
備
中
で
す
。

　

年
間
予
算
の
内
容
は
成
立
後
、

広
報
等
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で

す
。

※
暫
定
予
算
と
は
、
通
常
の
予
算

が
何
ら
か
の
事
由
に
よ
り
成
立
し

な
い
場
合
な
ど
に
、
行
政
が
中
断

し
て
市
民
生
活
に
影
響
が
出
な
い

よ
う
、
必
要
最
少
限
の
経
費
を
計

上
し
た
、
一
時
的
な
つ
な
ぎ
予
算

で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
経
営
室

　

４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
異
動
を

行
い
ま
し
た
（
カ
ッ
コ
内
は
前
職
）。

■
部
長
職

▽
議
会
事
務
局
長　

内
山
恵
市
（
社

会
教
育
部
長
）
▽
市
民
部
長　

岡
崎

幸
（
環
境
部
長
）
▽
社
会
教
育
部
長

　

森
田
清
秋
（
企
画
財
政
部
企
画
調

整
課
長
）
▽
環
境
部
長　

大
久
保
幸

藏
（
環
境
部
清
掃
課
長
）
▽
議
会
事

務
局
理
事
（
兼
）
議
会
事
務
局
次
長

　

山
本
繁
二
（
議
会
事
務
局
次
長
）

▽
企
画
財
政
部
理
事
（
兼
）
企
画
経

営
室
長　

松
原
俊
雄
（
企
画
財
政
部

市
民
協
働
課
長
）
▽
総
務
部
理
事
・

社
会
福
祉
法
人
狛
江
福
祉
会
派
遣　

吉
野
博
明（
企
画
財
政
部
財
政
課
長
）

■
課
長
職

▽
企
画
財
政
部
市
民
協
働
課
長　

斎

藤
亮
一
（
健
康
福
祉
部
健
康
課
長
）

▽
総
務
部
総
務
防
災
課
長　

谷
田
部

高
史 （
総
務
部
職
員
課
長
）▽
総
務
部

契
約
課
長　

貝
瀬
昭
夫
（
健
康
福
祉

部
社
会
福
祉
課
長
）
▽
総
務
部
契
約

課
検
査
担
当
主
幹　

小
田
原
富
也

 （
総
務
部
検
査
担
当
主
幹
）▽
市
民
部

課
税
課
長　

鈴
木
英
男
（
社
会
教
育

部
中
央
図
書
館
主
幹 （
兼
）
奉
仕
係

長
） ▽
都
市
建
設
部
計
画
課
長　

杉

山
和
穂 （
東
京
都
派
遣
職
員
）▽
都
市

建
設
部
整
備
課
長　

原
田
輝
樹
（
都

市
建
設
部
水
道
課
長
）
▽
都
市
建
設

部
水
道
課
長　

兒
玉
和
之
（
都
市
建

設
部
整
備
課
長
）
▽
社
会
教
育
部
社

会
教
育
課
長　

加
藤
博
司
（
市
民
部

市
民
課
長
）
▽
社
会
教
育
部
中
央
図

書
館
長　

白
井
勝
弘
（
市
民
部
課
税

課
長
）
▽
総
務
部
職
員
課
長　

小
川

浩
志
（
総
務
部
職
員
課
長
補
佐 （
兼
）

人
事
研
修
係
長
）
▽
総
務
部
職
員
課

労
働
安
全
衛
生
担
当
主
幹　

高
橋
善

治
（
議
会
事
務
局
副
主
幹 （
兼
）
庶
務

係
長
）
▽
総
務
部
情
報
課
主
幹 （
兼
）

情
報
シ
ス
テ
ム
係
長　

山
口
仁
志

（
総
務
部
情
報
課
副
主
幹 （
兼
）情
報

シ
ス
テ
ム
係
長
）
▽
市
民
部
市
民
課

長　

内
野
陽
次
郎
（
総
務
部
情
報
課

長
補
佐 （
兼
） 広
報
係
長
）
▽
市
民
部

保
険
年
金
課
長　

佐
々
木
庸
一
（
市

民
部
保
険
年
金
課
長
補
佐 （
兼
）保
険

係
長
）
▽
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課

長　

新
井
孝
夫
（
健
康
福
祉
部
高
齢

福
祉
課
長
補
佐 （
兼
）
介
護
福
祉
係

長
）
▽
健
康
福
祉
部
健
康
課
長　

山

田
満
敏
（
健
康
福
祉
部
健
康
課
長
補

佐 （
兼
） 健
康
推
進
係
長
） ▽
環
境
部

清
掃
課
長　

村
上
義
則
（
総
務
部
総

務
防
災
課
長
補
佐 （
兼
）庶
務
統
計
係

長
）▽
都
市
建
設
部
計
画
課
主
幹 （
兼
）

 
企
画
係
長　
 
曾
我
久
夫 （
都
市
建
設

部
計
画
課
長
補
佐 （
兼
） 企
画
係
長
）

　
　
　
　
　
　
  
＊

　

ま
た
、
３
月　

日
付
け
の
退
職
者

３１

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
部
長
職

▽
石
川
光
彦
（
議
会
事
務
局
長
）
▽

小
杉
一
成
（
市
民
部
長
）

■
課
長
職

▽
西
田
正
美
（
総
務
部
総
務
防
災
課

長
）
▽
太
田
達
夫
（
市
民
部
保
険
年

金
課
長
）
▽
久
保
洋
一
（
都
市
建
設

部
計
画
課
建
築
担
当
主
幹
）
▽
上
村

征
彦
（
学
校
教
育
部
学
校
教
育
課
主

幹
）
▽
笠
原
昭
一
（
社
会
教
育
部
社

会
教
育
課
長
）
▽
茂
呂
和
利
（
社
会

教
育
部
中
央
図
書
館
長
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
職
員
課

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�

�




「
福
岡
県
西
方
沖
地
震
災
害

義
援
金
」
を
受
付
中
で
す

平
成　

年
度
テ
ー
マ
型
ま
ち

１７

づ
く
り
協
議
会
の
募
集

�
狛
江
市
環
境
保
全
審
議
会

男
女
平
等
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

実
行
委
員
の
募
集

�
狛
江
市
選
挙
管
理
委
員
会

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
購
入

費
助
成

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
制

度
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
委

嘱 国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納

付
特
例



�　広報こまえ　平成１７年（２００５年）４月１５日

つ
け
医
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
受
付
時
間
は

２０

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年　

月
生
ま
れ
の
乳
児〔
持
ち
物
〕

１６

１２

母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
５
月
９
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年　

月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１５

１０

母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
歯
ブ

ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

現
在
第
１
子
妊
娠
中
の
お
母
さ

ん
・
お
父
さ
ん
の
た
め
の
講
座
で
す
。

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕
５
月　

日
�
受
付
時
間
は

１２

午
後
１
時
〜
１
時　

分
（
３
時　

分

２０

３０

終
了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
赤
ち
ゃ

ん
の
飲
み
物
な
ど
〔
内
容
〕
５
・
６

カ
月
児
の
赤
ち
ゃ
ん
の
保
育
と
離
乳

食
（
初
期
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

　

別
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
実

施
医
療
機
関
に
直
接
予
約
・
受
診
く

だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
接
種
日
〕
５
月　

日
�
受
付
時
間

１０

は
午
前　

時
〜　

時　

分
〔
会
場
〕

１０

１０

３０

あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
生

後
３
〜
６
カ
月
未
満
の
乳
児
（
平
成

　

年　

月　

日
以
降
生
ま
れ
）〔
持
ち

１６

１１

１１

物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票
※
生

後
３
カ
月
以
上
の
方
で
予
診
票
の
な

い
方
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
午
前
９
時　

２７

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康

手
帳

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
・
会
場
〕
▽
４
月　

日
�
午

１５

前
９
時　

分
〜　

時　

分
、
あ
い
と

３０

１１

３０

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
▽　

日
�
午
後
２
時

１８

〜
４
時
、
野
川
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

予
防
接
種
法
に
よ
る
定
期
予
防
接

種
は
、
住
所
の
あ
る
と
こ
ろ
の
実
施

医
療
機
関
で
公
費
接
種
を
行
い
ま
す

が
、
か
か
り
つ
け
医
が
市
外
に
あ
る

時
は
一
定
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
で

定
期
接
種
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
市
で
は
、
対
象
者
の
利
便

を
図
る
た
め
次
の
と
お
り
協
定
を
結

び
、
市
内
で
個
別

接
種
す
る
の
と
同

様
に
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

〔
予
防
接
種
の
種
類
〕
三
種
混
合
・

麻
し
ん
・
風
し
ん
・
二
種
混
合
・
日

本
脳
炎〔
協
定
先
〕立
川
市
・
昭
島
市
・

東
村
山
市
・
小
金
井
市
・
小
平
市
・

国
分
寺
市
・
国
立
市
・
東
大
和
市
・

清
瀬
市
・
武
蔵
村
山
市
・
調
布
市
・

世
田
谷
区
※
必
ず
狛
江
市
の
予
診
票

を
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
す
べ
て

の
医
療
機
関
で
接
種
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
対
象
医
療
機
関
か

ど
う
か
は
、
健
康
課
ま
た
は
か
か
り

■
育
児
学
級

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

健
康
相
談

健
康
相
談�
健
康
相
談

健
康
相
談�

予
防
接
種

予
防
接
種�

予
防
接
種

予
防
接
種�

■
マ
マ
・
パ
パ
学
級

教
　
室

教
　
室�

教
　
室

教
　
室�

■
フ
ロ
ア
ー
・
出
張
健
康
相
談
〜
育

児
相
談
も
お
気
軽
に
〜

健
康
診
査

健
康
診
査�

健
康
診
査

健
康
診
査�

■
３
・
４
カ
月
児
健
康
診
査

検
　
診

検
　
診�

検
　
診

検
　
診�

■
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

�

�

�

�

����������������������������������

����������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
、
ど
こ
の
健
康
保
険
に
も

入
っ
て
い
な
い
方
、
世
帯
の
異
動

等
、
別
表
の
よ
う
な
変
更
が
あ
っ

た
と
き
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

必
要
書
類
を
持
っ
て
届
け
出
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
退
職
し
た
場
合
は
、
退

職
日
の
翌
日
（
届
け
出
た
日
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）
か
ら
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
税

も
そ
の
日
ま
で
（
最
大
３
年
間
）

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
く
だ

さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

�

�

�

�

�

�

�

�

	


�

�

�

�

�

��

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

■
育
児
相
談

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ�

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ�

■
協
定
市（
区
）で
も
接
種
で
き
ま
す

 ■乳がん・子宮がん検診実施医療機関

乳
がん

子宮
がん電話番号所　在　地医 療 機 関 名

○○（３４８０）４１２２中和泉５－１０－１８松岡医院

○○（３４８８）１１０３東和泉１－１９－５保坂産婦人科クリニック

○（５４９７）１２３８東和泉３－３－９和泉多摩川クリニック

 ■乳がん・子宮がん検診

申込
方法実施期間検診内容費　用対　象

直
接
実
施
医
療
機
関
へ

５月１日�～

３１日�

視診・触診と
マンモグラ
フィ（乳房Ｘ
線検査）

２，１００円
（税込み）

４０～
４９歳

乳がん
１，０５０円
（税込み）

５０歳
以上

細胞診無料２０歳
以上

子宮頚
がん
子宮体
がん
※乳がん・子宮がんの受診間隔は２年に１度です（昨年受診した
方は、受診できません）。
※乳がん検診は、視診・触診後、指定日にマンモグラフィを行うセッ
ト検診となります。
※マンモグラフィは、視診・触診後、指定日に検診車で実施します。
※子宮体がんは、受診者が同意する場合頚部がん検診に併せて
受診できます。

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　

４
月
１
日
付
け
で
、
市
立
小
中

学
校
の
校
長
・
副
校
長
に
異
動
が
あ

り
ま
し
た（
カ
ッ
コ
内
は
前
任
者
）。

＊

▽
第
一
小
学
校
長
熊
谷
勝
仁
（
宮

澤
義
一
）
▽
緑
野
小
学
校
長
寺
本

勇
（
統
合
新
校
）
▽
第
一
中
学
校

長
佐
々
木
修
（
池
田
信
也
）
▽
第

三
中
学
校
長
松
丸
晴
美
（
松
澤
宏

尚
）
▽
第
四
中
学
校
長
川
越
憲
明

（
佐
々
木
修
）
▽
第
五
小
学
校
副

校
長
池
田
博
（
吉
川
温
子
）
▽
和

泉
小
学
校
副
校
長
下
島
保
光
（
神

田
國
男
）
▽
緑
野
小
学
校
副
校
長

植
松
辰
夫
（
統
合
新
校
）
▽
第
二

中
学
校
副
校
長
市
村
扶
二
夫
（
中

村
嘉
秀
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
指
導
室

手続きに必要なものこんなときは手続きを

転出証明書（すでに国保に加入している家
族がいる場合は保険証や高齢受給者証）

他の区市町村から転入して
きたとき国

保
に
加
入
す
る
と
き

職場の健康保険をやめた証明書（すでに国
保に加入している家族がいる場合は保険証
や高齢受給者証）

職場の健康保険をやめたと
き（退職したとき）または
扶養家族でなくなったとき

保険証、母子健康手帳、振込先の口座の分
かるもの、印鑑子どもが生まれたとき

生活保護廃止決定通知書生活保護を受けなくなっ
たとき

年金証書、保険証
厚生年金、共済年金の老齢
（退職）年金を受けることに
なったとき、およびその被
扶養者になったとき

退
職
者
医
療

制
度
に
該
当

し
た
と
き

保険証、高齢受給者証をお持ちの方は受給
者証

他の区市町村へ転出すると
き国

保
を
や
め
る
と
き

国保の保険証、高齢受給者証をお持ちの方
は受給者証、新たに入った健康保険の保険
証

職場の健康保険に加入した
とき、またはその扶養家族
になったとき

保険証、印鑑、高齢受給者証をお持ちの方
は受給者証死亡したとき

保険証、高齢受給者証をお持ちの方は受給者
証、生活保護決定通知書

生活保護を受けるように 
なったとき

保険証、高齢受給者証をお持ちの方は受給者
証

住所・氏名・世帯主などが
変わったときそ

の
他 使えなくなった保険証や高齢受給者証があ

るときは、その保険証や受給者証
保険証や高齢受給者証をな
くしたり、汚れて使えなく
なったとき

訂　
　
　

正

　

４
月
１
日
号
掲
載
の
各
種
検

診
・
個
別
予
防
接
種
実
施
医
療
機

関
に
つ
い
て
、
一
部
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

■
乳
が
ん
検
診
実
施
医
療
機
関

誤　

岩
瀬
外
科
内
科
、
向
山
外
科

←　
　

正　

検
診
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３

４
８
８
）
１
１
８
１

�
�
�
�

�

�
��

�

�

���
�
�
�
�
�

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:/

/w
w
w
.h
im
aw
ari.m

et

ro.tokyo.jp/

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診 
療 
日
〕　

日
・　

日
・　

日

１７

２４

２９

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９
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■
目
的

　

す
べ
て
の
市
民
が
「
生
涯
を
通
じ

た
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
あ
う
ま

ち
・
狛
江
」
を
目
指
す
た
め
に
、
取

り
組
む
べ
き
重
点
項
目
お
よ
び
目
標

数
値
を
定
め
、
も
っ
て
市
民
の
総
合

的
、
長
期
的
な
健
康
づ
く
り
の
指
針

と
し
ま
す
。

■
位
置
付
け

　

健
康
日
本　

、
次
世
代
育
成
支
援

２１

行
動
計
画
、
東
京
都
健
康
推
進
プ
ラ

ン
等
の
理
念
に
沿
っ
た
狛
江
市
の
保

健
計
画
の
基
本
を
定
め
、「
第
２
次
あ

い
と
ぴ
あ
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
」
を

保
健
・
健
康
づ
く
り
の
観
点
か
ら
具

体
化
す
る
も
の
で
す
。

■
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
対
象

範
囲

　

人
の
成
長
段
階
は
各
々
が
独
立
し

て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
前
の

段
階
が
次
の
段
階
を
生
み
出
し
支
え

て
い
ま
す
。

　

健
や
か
な
子
ど
も
の
成
長
に
は
、

乳
幼
児
期
か
ら
の
親
子
の
心
身
の
健

康
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
青
・
壮
年
期
の
生
活
習
慣

は
高
齢
期
に
多
く
見
ら
れ
る
疾
病
の

予
防
や
生
活
の
質
に
大
き
く
影
響
を

与
え
ま
す
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
人
の
誕
生
か
ら

死
ま
で
、
生
涯
を
通
じ
た
す
べ
て
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。

■
社
会
背
景

　

親
の
育
児
不
安
、
子
ど
も
の
心
の

発
達
、
思
春
期
に
お
け
る
健
康
問
題
、

仕
事
や
暮
ら
し
に
関
す
る
強
い
不
安

や
悩
み
、
ス
ト
レ
ス
を
訴
え
る
青
・

壮
年
者
の
割
合
の
増
加
、
高
齢
者
介

護
問
題
等
の
社
会
背
景
に
よ
り
、
近

い
将
来
到
来
す
る
超
高
齢
社
会
に
備

え
、
国
で
は
、
安
定
し
た
基
盤
づ
く

り
を
目
指
し
、
私
は
と
て
も
健
康
だ

と
思
え
る
（
主
観
的
健
康
感
）
人
を

増
や
す
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
日
本　

で
壮
年
期
死

２１

亡
の
減
少
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と
生

活
の
向
上
を
目
的
に
９
つ
の
分
野
に

分
け
、
適
切
な
情
報
提
供
や
、
個
人

が
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
の

環
境
整
備
の
推
進
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

関
係
機
関
の
連
携
協
働
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

■
健
康
の
捉
え
方

　

病
気
や
障
が
い
が
な
い
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
一
人
ひ
と
り

の
主
観
的
健
康
感
が
高
い
こ
と
が
大

切
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
人
な
り
の
健
康
感
を
持

ち
、自
分
ら
し
く
主
体
的
に
暮
ら
そ
う

と
す
る
人
が
増
え
て
お
り
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
心
豊
か
に
生
活

を
送
る
こ
と
が
、
当
た
り
前
の
こ
と
と

捉
え
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
障
が
い
」に
つ
い
て
の
捉
え
方
も
、

従
来
は
医
療
的
対
応
が
最
重
要
課
題

で
し
た
が
、
現
在
で
は
、
障
が
い
は

個
人
的
な
も
の
で
な
く
、
多
く
が
社

会
環
境
と
の
相
互
作
用
に
よ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
に
お
け
る
機
会
の
平
等

を
求
め
、
誰
も
が
自
ら
社
会
参
加
し

て
人
生
を
楽
し
む
こ
と
が
可
能
な
共

生
社
会
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
新
し
い
健
康
づ
く
り
〜
ヘ
ル
ス
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
〜

　

個
人
が
自
ら
の
健
康
を
管
理
し
改

善
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
が
、

個
人
の
力
だ
け
で
は
達
成
し
が
た
く
、

個
人
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
環

境
の
整
っ
た
地
域
社
会
が
あ
っ
て
こ

そ
健
康
は
確
保
さ
れ
ま
す
。

※
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
が
１
９

８
６
年
に
提
唱
し
た
健
康
づ
く
り
の

戦
略
で
す
。

「
個
人
が
健
康
を
増
進
す
る
能
力
を

備
え
る
こ
と
」、「
個
人
を
取
り
巻
く

環
境
を
健
康
で
あ
る
こ
と
が
可
能
な

よ
う
に
変
え
る
こ
と
」
を
柱
と
し
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、「
す
べ
て
の
公

共
政
策
を
健
康
の
視
点
か
ら
構
築
す

る
こ
と
」、「
住
民
参
画
に
よ
る
地
域

活
動
を
強
化
す
る
こ
と
」
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

■
目
標
の
共
有
と
協
働
の
取
り
組
み

　

そ
の
地
域
で
暮
ら
す
人
々
の
生
活

に
関
わ
る
す
べ
て
の
領
域
の
市
民
と

行
政
お
よ
び
関
係
団
体
な
ど
が
健
康

な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
目
的
を
共
有
し
、

「
で
あ
い
、
ふ
れ
あ
い
、
さ
さ
え
あ

い
」
の
自
助
・
共
助
・
公
助
を
基
本

と
し
て
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
行
政
や

関
係
機
関
、
特
に
地
域
と
学
校
と
産

業
の
連
携
協
働
の
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
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�　広報こまえ　平成１７年（２００５年）４月１５日

■
子
育
て
分
野

▽
重
点
目
標
１
「
楽
し
く
子
育
て
を

し
て
い
る
人
を
増
や
し
ま
す
」

　

市
内
の
出
生
数
は
毎
年
６
０
０
人

前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〔
市
の
取
り
組
み
〕
就
労
女
性
や
父

親
が
参
加
し
や
す
い
マ
マ
パ
パ
学
級

の
実
施
や
、
子
育
て
グ
ル
ー
プ
や
支

援
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

〔
市
民
の
取
り
組
み
〕 夫
婦 （
家
族
）

で
育
児
を
行
い
ま
す
。 友
だ
ち
を
つ
く

り
、 子
育
て
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
す
。

▽
重
点
目
標
２
「
成
長
に
応
じ
た
よ

り
よ
い
生
活
習
慣
を
も
つ
子
ど
も
を

増
や
し
ま
す
」

　

子
ど
も
に
合
っ
た
生
活
リ
ズ
ム
、
食

生
活
、
遊
び
、
睡
眠
、
口
腔
衛
生
な
ど

の
生
活
習
慣
を
確
立
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。自
分
の
健
康
に
関
心
を
持
つ

子
ど
も
の
育
成
や
健
康
を
守
る
家
庭

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
市
の
取
り
組
み
〕
妊
娠
中
か
ら
健

康
・
口
腔
衛
生
・
食
育
の
重
要
性
を

知
っ
て
次
世
代
の
健
康
へ
の
理
解
を

深
め
ま
す
。 家
庭
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、

学
校
で
の
基
本
的
生
活
習
慣
を
身
に

付
け
る
こ
と
を
応
援
し
ま
す
。
関
係

機
関
と
の
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

〔
市
民
の
取
り
組
み
〕
自
分
の
健
康

に
関
心
を
持
ち
、
元
気
だ
と
言
え
る

よ
う
に
体
と
心
を
整
え
ま
す
。

▽
重
点
目
標
３
「
家
庭
・
学
校
・
地

域
と
の
連
携
協
働
を
は
か
り
ま
す
」

　

家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
の
連
携

を
強
化
し
、
問
題
を
抱
え
た
子
ど
も

や
家
庭
に
対
し
て
き
め
細
や
か
な
支

援
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

〔
市
の
取
り
組
み
〕
子
ど
も
の
豊
か

な
成
長
の
た
め
に
家
庭
・ 
学
校
・
地
域

が
連
携
協
働
し
ま
す
。

〔
市
民
の
取
り
組
み
〕
子
ど
も
の
豊

か
な
成
長
の
た
め
に
お
互
い
に
連
携

協
働
し
ま
す
。

■
青
・
壮
年
、
高
齢
者
分
野

▽
重
点
目
標
１
「
こ
こ
ろ
の
健
康
を

保
て
る
人
を
増
や
し
ま
す
」

　

壮
年
期
の
う
つ
病
、
自
殺
の
増
加

が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
心

の
健
康
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普

及
や
早
期
の
相
談
、
受
診
体
制
の
確

保
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
市
の
取
り
組
み
〕
こ
こ
ろ
の
問
題

に
つ
い
て
の
講
演
会
に
よ
る
知
識
や

情
報
提
供
等
、
啓
発
を
推
進
し
ま
す
。

精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
等
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

〔
市
民
の
取
り
組
み
〕
気
軽
に
悩
み

が
相
談
で
き
る
場
所
を
知
り
、
活
用

し
ま
す
。
地
域
全
体
で
精
神
障
が
い

の
あ
る
人
へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

▽
重
点
目
標
２
「
よ
り
よ
い
生
活
習

慣
を
持
つ
人
を
増
や
し
ま
す
」

　

よ
り
よ
い
生
活
習
慣
は
生
活
習
慣

病
を
予
防
し
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

〔
市
の
取
り
組
み
〕
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。
健

康
診
査
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
公
共
施

設
は
全
面
禁
煙
し
ま
す
。

〔
市
民
の
取
り
組
み
〕
よ
り
よ
い
生

活
習
慣
を
実
行
し
ま
す
。

▽
重
点
目
標
３
「
元
気
な
高
齢
者
を

増
や
し
ま
す
」

　

健
康
日
本　

の
目
標
と
し
て
、健
康

２１

寿
命
の
延
伸
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、一

人
ひ
と
り
が
、
満
足
で
き
る
生
活
が
送

れ
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

 〔
市
の
取
り
組
み
〕 地
域
の
健
康
づ
く

り
を
支
援
す
る
人
材
を
育
成
し
て
、 活

躍
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
推
進
し
ま
す
。

〔
市
民
の
取
り
組
み
〕
必
要
な
時
に

気
軽
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
元
気

に
暮
ら
し
ま
す
。
社
会
活
動
へ
積
極

的
に
参
加
し
ま
す
。

■
健
康
指
標
と
目
標
数
値

　

各
目
標
の
評
価
を
す
る
際
の
指
標

と
達
成
目
標
を
示
し
ま
し
た
。
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■
面
積
と
人
口

〔
面
積
〕
６
・　

�
で
、
全
国
で
３

３９

番
目
に
小
さ
な
市
で
す
。
地
形
は
ほ

ぼ
平
坦
で
日
照
、
通
風
、
排
水
等
の

面
で
健
康
的
な
住
環
境
に
あ
り
ま
す
。

〔
総
人
口
の
推
移
〕
昭
和　

〜　

年

２５

６０

で
約
７
倍
に
増
加
し
、
平
成　

年
に

１５

約
７
万
５
�
０
０
０
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

〔
世
帯
の
推
移
〕
昭
和　

年
に
２
�

２５

２
９
６
世
帯
か
ら
増
加
を
続
け
、
平

成　

年
で
は
３
万
６
�
０
０
０
世
帯

１５
と
な
り
、
１
世
帯
当
た
り
の
人
口
は
、

２
・
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
合
計
特
殊
出
生
率
〕
全
国
平
均
に

比
べ
０
・
３
〜
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
低

く
な
っ
て
お
り
、
東
京
都
の
平
均
よ

り
も
低
い
状
況
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

〔
高
齢
者
人
口
〕　

歳
以
上
の
人
口

６５

は
平
成　

年
か
ら
の
６
年
間
で
１
・

１０

３
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

■
主
要
死
因
と
自
殺
の
年
次
推
移
、

死
亡
率
の
推
移

　

が
ん
・
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
に

よ
る
死
亡
が
全
体
の
約
６
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

自
殺
は
全
国
的
に
増
加
傾
向
で
、

市
内
で
も
若
干
の
増
加
傾
向
が
見
ら

れ
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
加
入
者
状
況

　

平
成
８
年
に
は　

％
を
超
え
、

３０

年
々
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
ま
す
。

■
医
療
費
総
額
と
１
人
当
た
り
の
医

療
費
の
推
移

　

医
療
費
の
総
額
は
平
成　

年
度
は

１５

約　

億
円
で
す
。

９７

　

１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
国
民
健

康
保
険
加
入
者
全
体
で
は
約　

万
円

３０

で
す
が
、　

歳
以
上
の
老
人
医
療
費

６５

で
は
約　

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

７０
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■
協
働
体
制
の
確
立

　
「
健
康
こ
ま
え　

」を
推
進
し
て
い

２１

く
に
あ
た
り
、
市
民
・
団
体
・
関
係

機
関
そ
し
て
行
政
が
目
標
を
共
有
し
、

健
康
づ
く
り
を
実
践
し
、
支
え
合
う

協
働
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

■
情
報
提
供
体
制
の
充
実　

　

協
働
体
制
を
図
る
中
で
市
民
全
体

の
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、

健
康
に
関
す
る
正
確
な
情
報
、
事
業

や
活
動
状
況
な
ど
を
適
時
に
提
供
で

き
る
体
制
が
必
要
で
す
。

■
進
行
管
理
・
評
価
の
体
制
づ
く
り

　

計
画
を
着
実
に
進
行
す
る
た
め
、

進
行
管
理
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も

に
、
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
の
状

況
や
達
成
状
況
等
を
評
価
し
ま
す
。

�
�
��

�
�
�
�
	


�
�



平成１６年度
指　　　標

１０年後５年後現在

９６％９５％９３．３％家族で子育てを楽しんで
いる人を増やします。

子
育
て
分
野

１０％
以下

１５％
以下１９．１％むし歯罹患率を減らします

（３歳児）。

９５％
以上増やす９４．１％朝食を毎日食べる子どもを

増やします（小学生）。

推進推進－子どもの健康に関する連
絡協議会を開催します。

８５％増やす７４．４％主観的健康観が高い人を
増やします（４０～６４歳）。

青
・
壮
年
、
高
齢
者
分
野

７０％６５％５９．４％主観的健康観が高い人を
増やします（高齢者）。

減らす減らす１３人自殺者の数を減らします。

６３％５８％５３．５％運動をしている人を増やし
ます（４０～６４歳男性）。

７５％７０％６９％運動をしている人を増やし
ます（４０～６４歳女性）。

増やす増やす８２．５％朝食を毎日食べる人を増
やします（４０～６４歳）。

２０％増やす１４．６％社会活動への参加をして
いる人を増やします。

 ■健康指標と目標数値

　

着
物
を
着
て
い
た
こ
ろ

　
　
　
　
　

―
子
ど
も
た
ち
は
―

　

洋
服
が
日
常
生
活
の
中
に
入
っ
て

く
る
の
は
、
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
の

こ
と
で
、
大
正
の
こ
ろ
ま
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
服
装
に
し
て
も
、
ほ
と

ん
ど
着
物
で
し
た
。

　

男
の
子
は
、
木
綿
の
こ
ま
か
い 
縞 しま

と
か
、
黒
っ
ぽ
い 
紺  
絣 
な
ど
を
着
て

こ
ん 
が
す
り

い
ま
し
た
。
袖
は
ポ
ー
ポ
ー
袖
と

い
っ
て
い
た
筒
袖
で
、
着
丈
は
、
ひ

ざ
の
少
し
下
く
ら
い
の
長
さ
に
腰
あ

げ
し
て
も
ら
い
、
黒
の
三
尺
（ 
兵  
児 
へ 
こ

 
帯 
）
を
し
め
ま
す
。
寒
い
季
節
に
は
、

お
び下

着
に
白
の 
天
竺 
木
綿
の
股
引
を
は

て
ん
じ
く

き
ま
し
た
。
カ
ラ
ッ
ツ
ネ
（ 
空  
臑 　

か
ら 
す
ね

む
き
出
し
の
す
ね
）
の
子
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

谷
田
部
武
治
さ
ん
（
東
和
泉　

大

正
四
年
生
ま
れ
）
は
、「
股
引
を
は
く

と
、
か
っ
こ
う
悪
い
し
、
遊
ぶ
の
に

も
動
き
に
く
い
の
で
、
あ
ん
ま
り
は

か
な
か
っ
た
で
す
よ
」
と
話
さ
れ
ま

す
。「
股
引
も
足
袋
も
母
親
が
縫
い
、

夜
な
べ
に
機
織
り
も
や
っ
て
木
綿
の

紺
絣
の
着
物
な
ど
織
っ
て
着
せ
て
く

れ
ま
し
た
」。

　

足
袋
は
祖
母
や
母
親
に
縫
っ
て
も

ら
っ
た
と
い
う
人
も
多
い
よ
う
で
す
が
、

銀
行
町
に
あ
っ
た
大
久
保
足
袋
屋
な

ど
で
買
っ
た
も
の
を
、正
月
が
く
る
と
、

は
き
お
ろ
し
ま
し
た
。足
袋
が
破
れ
て

親
指
の
頭
が
の
ぞ
き
、「
馬
の
目
み
て

え
な
穴
」
が
あ
い
た
の
を
、
お
正
月
が

く
る
ま
で
は
い
て
い
る
子
も
あ
り
、
素

足
の
子
も
い
ま
し
た
。

　

履
物
は
、
男
女
と
も
、
ふ
だ
ん
は

 
藁  
草
履 
が
多
く
、
竹
の
皮
草
履
も
は

わ
ら 
ぞ
う
り

き
ま
し
た
。
藁
草
履
よ
り
上
等
で
し

た
。
駒
下
駄
の
ふ
だ
ん
ば
き
は
、
歯

が
す
り
減
る
ま
で
は
き
ま
し
た
。
昭

和
に
な
っ
て
か
ら
よ
く
は
く
よ
う
に

な
っ
た
長
靴
は
、
着
物
で
も
は
い
て

い
る
子
が
い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か

買
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
雪

が
降
る
と
、
素
足
で
竹
馬
に
の
っ
て

学
校
へ
行
く
男
の
子
も
あ
り
ま
し
た
。

　

女
の
子
の
着
物
も
、
縞
や
絣
で
し

た
が
、
男
の
子
の
も
の
よ
り
も
絣
が

大
き
め
で
し
た
。
兄
さ
ん
の
お
さ
が

り
を
袖
口
の
布
だ
け
赤
く
か
え
て
、

着
せ
た
り
も
し
た
そ
う
で
す
。
大
正

の
末
か
ら
昭
和
に
な
る
と
、
ニ
コ
ニ

コ
絣
や
柄
物
も
出
て
き
て
、
袖
も
元

禄
袖
に
な
っ
て
き
ま
す
。
三
尺
は
赤

や
黄
色
、
桃
色
な
ど
で
し
た
。

　

元
日
や
紀
元
節
な
ど
の
式
の
日
や

卒
業
式
に
は
、
男
の
子
は
縞
や
紺
絣

の
着
物
に
、
縞
や
紺
色
の
袴
を
は
き
、

羽
織
を
着
ま
し
た
。
女
の
子
は
矢
絣

の
銘
仙
の
着
物
に
、
え
び
茶
の
袴
を

は
く
子
も
い
ま
し
た
が
、
多
く
は
ガ

ス
銘
仙
（
ガ
ス
の
炎
で
処
理
し
て
光

沢
を
出
し
た
木
綿
糸
で
織
っ
た
も

の
）
の
よ
そ
い
き
に
、
袴
を
は
き
ま

し
た
。
修
学
旅
行
な
ど
に
も
、
着
物

の
子
は
羽
織
袴
で
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
た
す
き
に

な
っ
た
り
、
ギ
ャ
ザ
ー
を
寄
せ
た
エ

プ
ロ
ン
を
作
っ
て
く
れ
て
、
着
物
の

上
か
ら
、
そ
の
白
い
エ
プ
ロ
ン
を
か

け
て
学
校
へ
行
き
ま
し
た
」。こ
れ
は
、

明
治
四
十
一
年
に
小
学
校
へ
入
学
し

た
佐
藤
キ
サ
さ
ん
（
岩
戸
北　

慶
岸

寺
住
職
の
祖
母
）
の
話
で
す
。

　

そ
の
後
、
大
正
か
ら
昭
和
の
初
期

に
、
幼
児
や
小
学
校
低
学
年
の
子
が
、

着
物
や
洋
服
の
上
に
白
い
大
き
な
エ

プ
ロ
ン
を
か
け
る
こ
と
が
、 
流
行 
り

は
や

ま
し
た
。

　
　

中　

島　

惠　

子

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その１３５－
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昨
年
の
中
越
地
震
被
災
に
も
負
け

ず
、
今
年
も
恒
例
の
ふ
る
さ
と
友
好

都
市
、
新
潟
県
川
口
町
の
四
季
折
々

の
特
産
品
を
お
届
け
す
る
「
越
後
川

口
ふ
る
さ
と
友
の
会
」
の
会
員
を
募

集
し
ま
す
。
四
季
折
々
の
旬
の
品
々

が
季
節
ご
と
に
お
手
元
に
届
き
ま
す
。

届
け
先
を
指
定
で
き
ま
す
の
で
、
贈

答
品
と
し
て
も
大
変
好
評
で
す
。

〔
申
し
込
み
〕
市
民
協
働
課
・
市
内

の
郵
便
局

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課
・
新

潟
県
川
口
町
企
画
商
工
課
�
０
２
５

８
（　

）
３
１
１
２

８９

■普通便（税込価格）

５月１日�まで１５,０００円 ４回直送アスパラガス・笹団子 ・山菜・ふきのとう甘辛
煮・米ちまき・ワラビのたまり漬５月便 

７月１０日�まで１２,０００円３回直送華クイーントマト・ナシナスこうじ漬・棒だら
・銘菓蒼丘の月・秘蔵そば・味噌漬８月便

１１月２５日�まで ８,５００円 ２回直送 鮎昆布巻・えのき茸・切り餅 ・野沢菜 ・新米コシ
ヒカリ （２�）・かぐらなんばん味噌・ぼこまめ１２月便

１月１５日�まで４,５００円１回直送サツマイモ・豆もち・地酒・越後の昔菓子・手
づくりこんにゃく・越後味噌２月便

※天候により若干内容物が異なる場合があります。

■特別便　お好みの特産品を７つのメニューから選べます（１便から申し込みできます）。

３,２００円こしいぶき便（新米川口産
こしいぶき５�）

９月
中旬便２,５００円ぜんまいセット便（ぜんまい・

厚揚げ・車麩）
６月
中旬便

２,９００円魚沼コシヒカリ便（新米川
口産コシヒカリ３�）

９月
下旬便２,３００円スイカ便（スイカ秀Ｌ１玉）

７月
下旬便

３,２００円越後地酒セット便（八海山
・寒九雪虎）各７２０�２月便１,８００円メロン便（メロン大玉２個）

２,３００円漬物セット便（ナシナスこうじ
漬・ナス漬（塩）・ハリハリ漬）

８月
中旬便

※特別便は希望商品の約１カ月前までに申し込みください。

　

ま
た
、
狛
江
市
赤
十
字
奉
仕
団
で

は
す
べ
て
の
人
々
の
幸
せ
を
願
い
奉

仕
す
る
た
め
、
献
血
・
福
祉
・
災
害

救
護
・
環
境
美
化
・
赤
十
字
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
等
の
活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
ま
す

の
で
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
赤
十
字
活
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

〔
日
時
〕
５
月
９
日
�
午
後
１
時
〜

４
時
〔
会
場
〕
狛
江
駅
前

▽
献
血
・
非
常
食
の
炊
き
出
し
等　

〔
日
時
〕
９
日
�
午
前　

時
〜
正
午
、

１０

午
後
１
時
〜
３
時　

分
〔
会
場
〕
市

３０

役
所
前
市
民
ひ
ろ
ば

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
団
体

の
指
導
者
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

中
に
偶
発
事
故
に
よ
り
他
人
に
損
害

を
与
え
た
場
合
や
法
律
上
の
賠
償
責

任
を
負
っ
た
場
合
、
指
導
者
自
身
が

け
が
や
死
亡
し
た
場
合
に
補
償
す
る

も
の
で
す
。

〔
対
象
〕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

う
団
体
（
別
表
）
の
指
導
者
〔
期
間
〕

５
月
１
日
か
ら
１
年
間
〔
保
険
料
〕

無
料
（
市
の
負
担
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
月

　

日
�
ま
で
に
別
表
受
付
窓
口
へ
。

２２〔
日
時
〕
５
月　

日
�
午
前　

時
都

１５

１０

庁
集
合
〔
対
象
〕
小
学
校
４
年
生
以

上
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）〔
見
学

場
所
〕
蔵
前
ポ
ン
プ
所
（
水
の
館
）・

神
田
川
環
七
地
下
調
節
池
の
見
学

（
バ
ス
移
動
）〔
定
員
〕
１
０
０
人

（
多
数
抽
選
）
※
昼
食
は
各
自
持
参

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
月

　

日
�
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
は
が

２２き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
、
〒
１
６
３
―
８

０
０
１
東
京
都
建
設
局
河
川
部
計
画

課
�
（
５
３
２
０
）
５
４
１
５
へ
。

〔
開
放
施
設
〕
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
野
球
・

サ
ッ
カ
ー
）・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
〔
団
体

登
録
〕
主
に
都
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
者
で
構
成
さ
れ
た　

人
以
上
の
団

１０

体
で
あ
る
等
、
実
施
要
項
に
該
当
す

る
団
体
。
登
録
団
体
に
開
放
案
内
を

送
付
し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
月

　

日
�
ま
で
に
〒
２
０
１
―
８
５
０

２７１
元
和
泉
３
―
９
―
１
都
立
狛
江
高

等
学
校
�
（
３
４
８
９
）
２
２
４
１

へ
。

　

保
育
園
等
に
通
っ
て
い
る
お
子
さ

ん
が
風
邪
や
下
痢
、
伝
染
病
の
予
後

な
ど
で
こ
れ
ら
の
施
設
に
預
け
ら
れ

な
い
と
き
に
、
病
院
に
併
設
さ
れ
た

保
育
室
で
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し

ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
事

前
に
年
度
登
録
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

〔
利
用
時
間
〕
午
前
８
時
〜
午
後
６

時
（
土
曜
日
は
午
後
２
時
ま
で
・
日

曜
日
、
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

〔
実
施
場
所
〕
狛
江
す
こ
や
か
病
児

保
育
室
（
野
沢
医
院
内
）〔
対
象
〕
市

内
の
市
立
も
し
く
は
私
立
の
保
育
園

児
・
幼
稚
園
児
、
認
可
外
保
育
所
に

通
う
幼
児
、
ま
た
は
市
内
に
住
所
を

有
す
る
未
就
学
児
で
保
育
園
等
が
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
程
度
の
「
病
後
」

ま
た
は
「
病
児
」
で
医
師
が
病
児
保

育
室
に
入
室
可
能
と
認
め
た
幼
児

〔
利
用
料
〕１
日
２
�
０
０
０
円（
昼

食
・
お
や
つ
等
は
別
途
用
意
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
す
こ
や
か
病

児
保
育
室
�
（
３
４
８
９
）
２
５
５

７
　

満　

歳
以
上
の
都
民
の
方
に
は
、

７０

都
内
民
営
バ
ス
・
都
バ
ス
・
都
営
地

下
鉄
・
都
電
を
利
用
で
き
る
「
東
京

都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
」
が
発
行
さ
れ
ま

す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
小
田

急
バ
ス
狛
江
営
業
所
�（
３
４
８
０
）

１
３
１
１
へ
。

　

市
で
開
催
す
る
「
狛
江
古
代
カ
ッ

プ
多
摩
川
い
か
だ
レ
ー
ス
」（
７
月

　

日
）、
奥
多
摩
町
で
開
催
す
る
「
森

１７林
浴
ヘ
ル
シ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」（
４
月

　

日
）、
山
梨
県
小
菅
村
で
開
催
す

２９る
「
多
摩
源
流
ま
つ
り
」（
５
月
４

日
）、
山
梨
県
丹
波
山
村
で
開
催
す

る
「
夏
ま
つ
り
丹
波
」（
７
月　

日
）、

３１

奥
多
摩
町
で
開
催
す
る
「
多
摩
川
流

域
郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

（　

月　

日
）
の
う
ち
、
３
つ
以
上

１０

３０

の
イ
ベ
ン
ト
に
見
学
・
参
加
し
た
方

に
、
も
れ
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

特
産
品
等
の
詰

め
合
わ
せ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。
ま
た
、

抽
選
に
よ
り
、

小
菅
村
、
丹
波

山
村
、
奥
多
摩

町
の
旅
館
宿

泊
券
（
ペ
ア
）
や
温
泉
入
浴
券
、
さ

ら
に
海
外
旅
行
（
ペ
ア
で
グ
ア
ム
３

泊
４
日
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

各
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
ス
タ
ン
プ

を
押
し
て
も
ら
う
台
紙
（
パ
ス
ポ
ー

ト
）
は
、
狛
江
、
喜
多
見
、
和
泉
多

摩
川
の
各
駅
等
で
配
布
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
イ
ベ
ン
ト
ラ
リ
ー

事
務
局
�
（
３
４
８
０
）
９
３
６
７

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
午
前　

時　

２３

１１

３０

分
〜　

日
�
午
後
４
時
〔
会
場
〕
中

２４

央
公
民
館
〔
内
容
〕
▽
展
示　

書
道
・

陶
芸
・
絵
画
・
写
真
・
彫
刻
・
手
工

芸
・
華
道
・
茶
道
・
児
童
作
品
な
ど

約
６
０
０
点
▽
実
演
体
験
コ
ー

ナ
ー　

折
り
紙
・
ち
ぎ
り
絵
な
ど

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
芸
術
協
会

事
務
局
・
平
沢
�
（
３
４
８
９
）
１

６
２
４

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
・　

日
�
午

２３

２４

前　

時　

分
・
午
後
１
時　

分
〔
内

１１

３０

３０

容
〕「
マ
リ
ン
バ
デ
ュ
オ
精
葉
樹
」

に
よ
る
演
奏

〔
問
い
合
わ
せ
〕
奥
多
摩
水
と
緑
の

ふ
れ
あ
い
館
�
０
４
２
８
（　

）
２

８６

７
３
１

　

５
月
は
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
月

間
で
す
。

　

こ
の
期
間
中
に
、
赤
十
字
協
賛
委

員
が
各
家
庭
を
訪
問
し
、
赤
十
字
活

動
に
必
要
な
寄
付
金
を
募
集
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
寄
付
金
は
、
国
内
外
に
お
け

る
災
害
や
紛
争
に
よ
る
被
災
者
へ

の
救
護
活
動
や
、
献
血
推
進
等
の
人

道
的
活
動
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
赤
十
字
活
動
に
ご
協
力
を

■
春
の
奥
多
摩
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

■
市
民
創
作
展

■
総
合
治
水
推
進
週
間
施
設
見
学
会

■
多
摩
川
イ
ベ
ン
ト
ラ
リ
ー
〜
抽
選

で
海
外
旅
行
が
当
た
る
〜

催
　
し�

�

お
知
ら
せ�

■
奉
仕
活
動
指
導
者
等
保
険

■
都
立
狛
江
高
等
学
校
体
育
施
設
の

開
放

 ■奉仕活動指導者等保険受付窓口　

申込受付窓口団体・グループ等

社会教育課

社会教育関係団体等
中央公民館

�（３４８８）４４１１

西河原公民館
�（３４８０）３２０１

市民総合体育館
�（３４３０）１１４１

体育・スポーツ
関係団体等

市民協働課自治会・町会等

社会福祉課心身障がい者援助団体 ・
老人福祉活動団体等 高齢福祉課

産業生活課消費者団体等

環境改善課環境美化団体等

清掃課
（ビン・缶リサイクルセンター）

�（３４８８）５３００
清掃活動団体等

総務防災課防犯 ・ 防災活動団体等

管理課交通安全活動団体等

■
平
成　

年
度
病
児
保
育
室
利
用
登

１７

録■
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
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環
境
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
画

を
募
集
し
ま
す
。
優
秀
作
品
を
環
境

週
間
案
内
チ
ラ
シ
に
使
用
し
ま
す
。

環
境
週
間
中
の
６
月
５
日
�
か
ら　
１０

日
�
ま
で
、
応
募
作
品
展
も
計
画
し

て
い
ま
す
。

〔
募
集
対
象
〕
市
内
在
住
の
小
中
学

生〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
５
月

　

日
�
ま
で
に
環
境
を
考
え
る
会
狛

１６江
市
実
行
委
員
会
事
務
局
（
環
境
改

善
課
）
へ
。

〔
主
旨
〕
▽
歩
き
た
ば
こ
な
ど
の
迷

惑
喫
煙
や
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
を
な

く
す
た
め
、
喫
煙
マ
ナ
ー
の
普
及
向

上
▽
喫
煙
マ
ナ
ー
の
向
上
に
よ
り
、

た
ば
こ
を
吸
う
人
と
吸
わ
な
い
人
の

共
存
▽
住
民
、
事
業
者
、
市
区
町
村

が
連
携
協
力
し
て
き
れ
い
で
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。
以
上
の
基

本
的
な
考
え
方
を
基
に
喫
煙
マ
ナ
ー

を
普
及
啓
発
す
る
歌
詞
〔
作
曲
〕
三

枝
成
彰
さ
ん（
作
曲
家
）〔
作
品
〕未
発

表
の
も
の
。
入
賞
作
品
に
関
す
る
一

切
の
権
利
は
事
務
局
に
帰
属
し
ま
す
。

補
作
、
修
正
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
５
月

　

日
�
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
ま
た

１５は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（h

ttp://w

w
w
.b
p84.com

/k
itsu
en
_m
a

nner

）で
〒
１
５
１
―
０
０
７
２
渋

谷
区
幡
ケ
谷
３
―　

―
４
オ
ー
ル
東

４２

京
市
区
町
村
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
作
詞
募
集
事
務
局
�

（
５
３
３
４
）
５
４
１
５
へ
。

〔
日
時
〕
５
月
８
日
�
（
予
備
日　
１５

日
�
、　

日
�
）〔
会
場
〕
▽
男
子　

２２

元
和
泉
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▽
女
子

　

東
野
川
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
〔
対

象
〕
市
内
在
住
・
在
勤
の
高
校
生
以

上
、ペ
ア
の
う
ち
１
人
は
市
内
在
住
・

在
勤
者
。
パ
ー
ト
ナ
ー
は
市
外
の
方

で
も
可
〔
参
加
費
〕
１
人
１
�
５
０

０
円
（
協
会
員
は
１
�
０
０
０
円
）

〔
申
し
込
み
〕
５

月
１
日
�
ま
で
に

大
久
保
ス
ポ
ー
ツ

店
�（
３
４
８
９
）

４
１
６
６
へ
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
テ
ニ
ス
協
会
・
横

川
�
（
３
４
８
９
）
０
７
２
５

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　
〔
会
場
〕講

座
室
〔
時
間
〕
幼
児
の
部
午
後
３
時

　

分
か
ら
・
児
童
の
部
３
時　

分
か

１５

４５

ら
▽
４
月　

日
�
〔
絵
本
〕
へ
び
の

１８

ク
リ
ク
タ
ー
・
た
こ
の
ぼ
う
や
が
つ

い
て
き
た
〔
お
は
な
し
〕
動
物
た
ち

の
お
ん
が
え
し
▽　

日
�
〔
絵
本
〕

２５

と
な
り
の
ま
す
だ
く
ん
・
ち
い
さ
な

ち
い
さ
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
・
ぐ
り
と

ぐ
ら
の
え
ん
そ
く
・
わ
に
く
ん
の
ふ

し
ぎ
な
よ
る

■
「
野
外
サ
ー
ク
ル
」
参
加
者
募
集

　
〔
日
程
〕５
月　

日
〜
平
成　

年
３

１４

１８

月
の
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
（
全　
１１

回
）〔
対
象
〕
小
学
校
５
年
生
〜
中
学

校
３
年
生
〔
内
容
〕
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

の
実
技
指
導
・
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど〔
定

員
〕　

人
〔
教
材
費
〕
年
間
５
�
０

３０

０
０
円
〔
申
し
込
み
〕
４
月　

日
�

１８

午
前
９
時
か
ら

■
市
民
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
手
づ
く
り
財

政
白
書
づ
く
り
」
基
礎
講
座　
〔
日

程
〕
別
表
〔
時
間
〕
午
後
７
時
〜
９

時
〔
対
象
〕
成
人
男
女　

人
〔
申
し

３０

込
み
〕
４
月　

日
�
午
前
９
時
か
ら

１８

■
公
民
館
だ
よ
り
編
集
委
員
募
集　

公
民
館
活
動
に
関
心
が
あ
り
、
編
集

や
取
材
と
い
っ
た
こ
と
に
興
味
の
あ

る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
い
き
い
き
子
育
て
ル
ー
ム　
〔
開

催
日
〕
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
の
午

前　

時　

分
〜　

時　

分
〔
対
象
〕

１０

３０

１１

３０

乳
幼
児
（
３
歳
く
ら
い
ま
で
）
と
そ

の
保
護
者
〔
内
容
〕
お
は
な
し
遊
び

を
し
た
り
、
悩
み
の
相
談
、
仲
間
づ

く
り
の
場
と
し
て
開
室
〔
指
導
員
〕

飛
川
淑
さ
ん

■
少
年
少
女
体
験
教
室
「
和
太
鼓
に

挑
戦
�
」　
〔
日
時
〕
５
月
７
日
�
・

　

日
�
、
６
月
４
日
�
・　

日
�
、

２１

１８

７
月
２
日
�
・　

日
�
午
前　

時
〜

１６

１０

正
午
〔
対
象
〕
小
中
学

生
〔
定
員
〕　

人
〔
講

１５

師
〕
き
ん
た
の
会
〔
持

ち
物
〕
タ
オ
ル
・
飲
み
物

■
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
利
用
し
ま
せ

ん
か　
〔
使
用
期
間
〕準
備
お
よ
び
片

付
け
も
含
め
て
原
則
１
週
間
以
内
。

火
曜
日（
休
館
日
の
場
合
は
水
曜
日
）

〜
翌
週
の
月
曜
日
〔
使
用
で
き
る
団

体
お
よ
び
個
人
〕
社
会
教
育
目
的
で

使
用
す
る
場
合

■
狛
江
市
民
春
季
テ
ニ
ス
大
会
（
男

女
別
ダ
ブ
ル
ス
大
会
）

■
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
ソ
ン
グ
歌
詞

�
�
�
�
�
��

�
�
�
��

�
�

��

　

昭
和　

年
に
完
成
し
た
こ
の
公

５０

園
は
、
多
摩
川
の
土
手
に
面
し
た

自
然
豊
か
な
水
と
緑
の
憩
い
の
場

所
で
す
。
面
積
は
約
１
万
６
�
０

０
０
�
、
狛
江
八
景
の
一
つ
で
も

あ
り
ま
す
。

　

園
内
に
は
、
約　

本
の
桜
の
木

８０

が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
お
花
見
の

季
節
に
な
る
と
多
く
の
人
で
賑
わ

い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

公
民
館�

�

ス
ポ
ー
ツ�

◎
西
河
原
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

　地面を掘り窪めて床を作る竪
穴住居は、縄文時代に登場して
以来、東国では１２世紀ごろまで、
生活の場として利用されてきま
した。縄文・弥生時代にも倉庫
と考えられる高床式建物があり
ますが、住居として使われるこ
とは少なかったようです。
　地面から柱を立ち上げ地上に
板貼りの床を作る建物は、東国
では平安時代ぐらいから官庁的
な建物として少しずつ広まりま
した。発掘調査では柱を埋め込
んだ穴（柱穴）が一定の間隔で
発見され、掘立柱建物跡と呼ん

でいます。市内では経塚遺跡、
松原東遺跡、久保・前原遺跡な
どで見つかっています。
　掘立柱建物は、中世には住ま
いとして一般化し、幕末ごろに
は、柱を地面に埋め込むのでは
なく、叩き締めた地面の上に大
きな石を置きその上に柱を立て
た、礎石柱の建物へと変化し、
現在の一般的な住まいのかたち
へ変化してきました。

〔問い合わせ〕社会教育課

���������

たかゆかしき

募
　
集�

�

■
環
境
週
間
絵
画
作
品

図
書
館�

�

◎
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

◎
中
央
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

 ■市民ゼミナール「手づくり財政白書づくり」基礎講座
講　師内　容月　日回

池上洋通さん（自治体問題研究所）住民自治ってなーに（市民の権利と義務）５月１２日�１

大和田一紘さん（都留文科大学講師）狛江の財政（今年度予算案）５月１９日�２

朝岡幸彦さん（東京農工大学助教授）公民館と市民活動の役割５月２６日�３

大和田一紘さん（都留文科大学講師）三位一体の改革について６月２日�４

未定狛江市行政水準と方向６月９日�５

未定住民自治と福祉（福祉・保育・教育等の役割）６月１６日�６

大和田一紘さん（都留文科大学講師）財政危機とまちづくりについて６月３０日�７

■
ひ
ま
わ
り
リ
ト
ミ
ッ
ク　
〔
日

時
〕
４
月　

日
�
▽
Ａ
ク
ラ
ス
午

２７

前　

時
か
ら
▽
Ｂ
ク
ラ
ス　

時
か

１０

１１

ら
〔
対
象
〕
１
歳
以
上
の
幼
児
親

子
〔
定
員
〕
各　

組
〔
申
し
込
み
〕

３０

　

日
�
か
ら

１５■
１
年
生
歓
迎
会　
〔
日
時
〕４
月

　

日
�
午
後
２
時　

分
〜
３
時　

２２

３０

３０

分
〔
対
象
〕
小
学
校
１
年
生
〔
申

し
込
み
〕　

日
�
ま
で
に
受
け
付

２１

け
※
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

■
映
画
会
「
ぼ
の
ぼ
の
〜
ク
モ
モ

の
木
の
こ
と
〜
」　
〔
日
時
〕
４
月

　

日
�
午
後
３
時　

分
〜
４
時　

２５

３０

３０

分
〔
対
象
〕
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）・

小
学
生

■
１
年
生
歓
迎
会　
〔
日
時
〕４
月

　

日
�
午
後
３
時
〜
４
時〔
対
象
〕

１９小
学
校
１
年
生
〔
申
し
込
み
〕　
１８

日
�
ま
で
に
窓
口
へ
。

■
た
ん
ぽ
ぽ
パ
ー
ク
（
乳
幼
児
専

用
プ
レ
イ
ル
ー
ム
）
に
遊
び
に
き

ま
せ
ん
か　
〔
利
用
時
間
〕月
〜
土

曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

（
日
曜
日
・
祝
日
は
休
館
）
※
ス

タ
ッ
フ
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談

に
も
応
じ
ま
す
。
食
事
を
と
る
ス

ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕４
月　

日
２２

�
午
前　

時
〜　

時

１０

１１

◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎
多
摩
川
保
育
園

　

�
０
４
２
４
（　

）
４
６
６
７

８３

◎
和
泉
児
童
館

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

���������������������������������������������������������������������������������������������������

ほったてばしら

きょうづか



広報こまえ　平成１７年（２００５年）４月１５日　�

　市民の皆さんの保養と健康増進を図るため、市が契約した市民保
養施設を利用する方に費用の一部を助成（割引利用券を発行）して
います。
　なお、年度内の宿泊施設利用数を１人３泊から２泊へ（日帰り施
設は２回までで変更ありません）、また、契約施設を利用率、地域
性を考慮して一部見直しました。
〔問い合わせ〕産業生活課

申　込　先施　　設　　名場　　所

京王観光調布駅営業所土 肥 観 光 ホ テ ル 湯 の 花 亭土 肥

旅

館

・

ホ

テ

ル

・

ペ

ン

シ

ョ

ン

�０４２４（８１）１６１６下 田 ビ ュ ー ホ テ ル下 田
�０４６０（４）７６１１国民宿舎小田急箱根レイクホテル箱根桃源台
�（３４０１）５６０７ホ テ ル 南 風 荘箱 根 湯 本

�０２５８（８９）３０００ホ テ ル 蒼 丘
（旧サン・ローラ川口、川口新館）

越 後 川 口
（休業中）

�０２５（７８７）４１４１シ ャ ー レ ゆ ざ わ 銀 水越 後 湯 沢
�（３５４２）０６００ホ テ ル 一 井草 津
�０４６０（３）６２４４ＨＯＴＥＬ Ｒａ Ｋｕｕｎ元 箱 根
�０４６５（６８）１２５１一 望 閣真 鶴
�０５５８（７２）７５００ホテルサンシャイン修善寺修 善 寺
�０５５８（６２）００３０伊 古 奈下 賀 茂
�０５５７（５１）２７７７ペ ン シ ョ ン ぴ っ こ ろ伊 豆 高 原
�０５５７（３７）１８８５ホ テ ル 緑 風 園伊 東
リゾートトラスト
�（５３２３）８２２１

ホ テ ル リ ゾ ー ピ ア 熱 海熱 海
ホ テ ル リ ゾ ー ピ ア 箱 根箱 根

�０２６１（２３）１１０８ブ ル ー ブ ラ ン ア マ ノ青 木 湖
�０２６１（７２）７２５５リゾートイン ヴィヴァルディ白 馬
�０２６７（９３）２４３２フ ァ ミ リ ー ロ ッ ジ 宮 本 屋松 原 湖
�０５５（２６３）１１３１トロンの湯（旧山梨トロン）御 坂

小菅村観光協会
�０４２８（８７）０７４１

廣 瀬 屋奥 多 摩
か ど や奥 多 摩
亀 井 屋奥 多 摩
古 家奥 多 摩
す ず め の お 宿奥 多 摩

�０２８７（３２）２０２０会 津 屋塩 原
�０４７０（２８）２２１１い こ い の 村 た て や ま館 山
�０５５８（３２）０２９０河 津 町 観 光 協 会 （ 旅 館 ）東 伊 豆
�０４７５（７６）４１５１国民宿舎サンライズ九十九里九 十 九 里
�０４３９（３８）２１１７国 民 宿 舎 清 和千葉三島湖

西武観光本社営業所
�（５９５１）０２０９

軽 井 沢 プ リ ン ス ホ テ ル軽 井 沢
軽 井 沢 千 ヶ 滝 温 泉 ホ テ ル軽 井 沢
万 座 高 原 ロ ッ ジ万 座
苗 場 プ リ ン ス ホ テ ル苗 場
水 上 高 原 プ リ ン ス ホ テ ル水 上
日 光 プ リ ン ス ホ テ ル日 光
箱 根 プ リ ン ス ホ テ ル箱 根
下 田 プ リ ン ス ホ テ ル東 伊 豆
松 崎 プ リ ン ス ホ テ ル西 伊 豆
大 仁 ホ テ ル中 伊 豆

 �０５５７（２３）２１５０北 川 温 泉 ホ テ ル東 伊 豆
�０２５５（８７）２１７８赤 倉 銀 座 山 荘 わ く い赤 倉
�（３７９４）２６１１　ホ テ ル 観 音 温 泉奥 下 田

申　込　先施　　設　　名場　　所

�０２４１（６４）２２０４台鞍山針生民宿ペンション協同組合会 津 田 島
旅

館

・

ホ

テ

ル

・

ペ

ン

シ

ョ

ン

�０２６９（８２）４６００ホテル　 シューネスベルク木 島 平

毎日コムネット
旅行事業部
予約受付センター
�（３２９２）１２００

き の く に や箱根芦の湯
ホ テ ル む さ し や元　 箱　 根
雀 の お 宿 春 光 荘箱 根 湯 本
箱 根 パ ー ク ス 吉 野箱 根 湯 本
ホ テ ル お か だ箱 根 湯 本
ホ テ ル お く ゆ も と箱 根 湯 本
箱根小涌園  ニューペガサスイン箱根小涌谷
ドーミーヴィラ箱根小涌谷箱根小涌谷
青 巒 荘湯 河 原
川 堰 苑 い す ゞ ホ テ ル湯　 河　 原
ホ テ ル ・ サ ン ミ 倶 楽 部熱　 　 海
ペ ス カ ー ド い な と り稲　 　 取
伊 豆 長 岡 ホ テ ル 天 坊伊 豆 長 岡
あ さ や ホ テ ル鬼　 怒　 川
ニ ュ ー 岡 部鬼　 怒　 川
鬼 怒 川 プ ラ ザ ホ テ ル鬼　 怒　 川
花 の 宿 松 や鬼　 怒　 川
ホ テ ル 清 晃 苑日 光
日 光 千 姫 物 語日　　　 光
伊 香 保 白 雲 閣伊 香 保
伊 香 保 ホ テ ル 天 坊伊　 香　 保
ホ テ ル 松 本 楼伊　 香　 保
ホ テ ル 櫻 井草　　　 津
大 東 館草　　　 津
ホ テ ル ふ じ石 和
糸 柳石　　　 和
石 和 常 盤 ホ テ ル石　　　 和
白樺湖リゾート池の平ホテル白　 樺　 湖
蓼科グリーンバレーパークホテル蓼 科 高 原

�０５５８（３２）０２９０河 津 町 観 光 協 会 （ 民 宿 ）東 伊 豆

民

宿

�０５５７（４７）２４０２宇 佐 美 温 泉 観 光 会東 伊 豆
�０５５８（９８）１１５２土 肥 温 泉 民 宿 組 合西 伊 豆
�０４７０（５７）２０８８岩 井 民 宿 組 合内 房
�０４７０（３８）２６５６白 浜 町 民 宿 組 合内 房
�０４７０（４４）２３０９千 倉 町 民 宿 組 合外 房
�０４２８（８７）０７４１小 菅 村 観 光 協 会奥 多 摩
�０４２８（８８）０４４４丹 波 山 村 民 宿 組 合奥 多 摩
�０５５５（８２）２２１６根 場 民 宿 組 合富 士 五 湖
�０５５１（４８）２９２５清 里 高 原 民 宿 組 合八 ヶ 岳
�０２５（７８５）５３５３越 後 湯 沢 民 宿 組 合越 後 湯 沢
�０２４１（６４）２２０４台鞍山針生民宿ペンション協同組合会 津 田 島

利用時間料　金電話番号施　設　名場　所

営業時間内１,０００円０４２８（８７）０８８８小　菅　の　湯小　菅
３ 時間まで６００円０４２８（８８）００２６の  め  こ  い  湯丹波山
３ 時間まで８００円０４２（５９８）６７８９数　馬　の　湯檜　原
３ 時間まで７５０円０４２８（８２）７７７０も  え  ぎ  の  湯奥多摩
営業時間内１,０５０円０４６０（３）６２４４ＨＯＴＥＬ  Ｒａ Ｋｕｕｎ元箱根
２時間まで１,０００円０５５８（２８）１２３４ホテル観音温泉奥下田
２時間まで１,０００円０４６５（６８）１２５１一　　望　　閣真　鶴
営業時間内１,３００円０４２４（９９）７７７７深大寺温泉ゆかり調　布

※小人とは、４歳から小学校６年生までです。
※次の�～�のいずれかに該当する人は、上記助成額に１,０００円が加算され
ます。なお、日帰り施設には加算はありません（利用券申請時に�～�に
該当する人は手帳等を提示ください） 。
�満６５歳以上の人
�身体障害者手帳をお持ちの人
�愛の手帳をお持ちの人
�特殊疾病の医療券をお持ちの人または難病手当の支給を受けている人
�児童扶養手当の支給を受けている人とその家族
�児童育成手当の支給を受けている人とその家族
�生活保護を受けている人
�精神障害者保健福祉手帳をお持ちの人

日帰り施設民　　宿旅館・ホテル・
ペンション

　　施設
 区分

５００円１,５００円２,５００円大　人

３００円１,５００円２,０００円小　人

　申し込みの６カ月前から引き続き市内に住所がある人で、住民基
本台帳に記載されている人または外国人登録原票に登録されてい
る人です。ただし、１８歳未満の人だけの利用は保護者の同意が必要
です。

　宿泊施設の場合は、事前に下表の契約宿泊施設申込先（一般の旅
行代理店での申し込みはできません）に電話で直接予約を行ってく
ださい（日帰り施設は予約不要です）。その際、狛江市市民保養施設
として利用することを申し添えてください。なお、宿泊料金は各施
設に問い合わせのうえ、確認ください（施設によっては割引料金の
設定があります）。
　予約後、産業生活課で市民保養施設の利用券を申請ください（申
請は世帯ごとで、利用者の氏名、生年月日の記入が必要です。また、
助成額加算申請には証明書等の提示が必要です）。
　なお、施設案内パンフレット等を配布していますので、ぜひ利用
ください。
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※もえぎの湯の利用時間は、８・１１月および土・日曜日、祝日は２時間まで
※料金は税込みで、小人料金は半額（のめこい湯、もえぎの湯、ＨＯＴＥＬ  Ｒａ  Ｋｕ
ｕｎ、深大寺温泉ゆかりは別料金）
※営業時間・休館日等は各施設に確認ください。

※料金は、宿泊日・人数・部屋タイプ等により異なりますので、予約の際は確認ください。


